rare
下位N件のグループ化された結果を表示します。stats count by FIELD, ... | sort limit=N count と同じ結果をより短い構文で得られます。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	加工クエリ

	必要な権限
	なし

	ライセンス使用量
	該当なし

	並列実行
	対応

	分散実行
	データノードで実行（mapper）


構文
rare [n=INT] FIELD, ...
オプション
n=INT
表示する下位結果の件数（デフォルト: 10）。1以上の整数を指定する必要があります。
対象
FIELD, ...
グループ化の基準となるフィールドのリスト。カンマ（,）で区切って複数のフィールドを指定できます。1つ以上のフィールドを必ず指定する必要があります。
入力フィールド
別途定義された入力フィールドはありません。対象句の FIELD, ... に指定したグループ化フィールドが入力レコードに存在する場合にのみ、グループ化結果に反映されます。
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	(FIELD)
	(元のタイプ)
	FIELD, ... に指定したグループ化フィールド

	count
	64ビット整数
	グループごとのレコード件数


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	invalid-limit
	invalid-limit
	n オプション値が0以下、または整数に変換できない場合

	missing-field
	missing-field
	グループ化するフィールドを1つも指定していない場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
rare コマンドは実行されず、クエリプランナー（RareCommandRewritingPlanner）が実行前に必ず stats count by FIELD, ... | sort limit=N count というコマンドの組に置き換えた後、そのコマンドが実際に実行されます。つまり、指定したフィールドの組み合わせで件数を集計した後、件数が少ない順（昇順）に並べ替えて上位 n 件のみを返します。書き換えに失敗した場合（例: 内部パースエラー）は、元の rare コマンドがそのまま通過し、入力を変更せずに渡します。
使用例
これらの使用例で参照する WEB_APACHE_SAMPLE テーブルを準備するには、クエリ実習用データを参照してください。
リクエストが最も少ないURIを照会
table WEB_APACHE_SAMPLE
   | rare uri
uri ごとにグループ化して、リクエスト件数が少ない下位10件のURIを返します。
件数を指定して照会
table WEB_APACHE_SAMPLE
   | rare n=5 status, method
status と method の組み合わせごとにグループ化して、件数が最も少ない下位5件の組み合わせを返します。
stats と sort で直接記述した同じクエリ
table WEB_APACHE_SAMPLE
   | stats count by uri
   | sort limit=10 count
1番目の例と同じ結果を返します。
変更履歴
rare コマンドはSonar 4.0.2609.0バージョンから利用可能です。Experimental アプリが提供していたコマンドをSonarコアに内蔵したものです。内蔵されていないバージョンでは、Experimental アプリをインストールして使用できます。
